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紹介した現生の特大貝殻
左上．センジュガイモドキ＊殻長133mm，殻幅76mm，和歌山県南部堺沖水深30m［高田良二採
集 （ヤドカリ入）］
左下 タガヤサンミナシ，1：殻長94.5mm，殻r!Ji45mm，和歌山県南部堺沖， 1989年12月採集
右上：ミノガイ殻長82mm，殻高109mm［インドネシア産 （ハルマヘラあるいはスラウェシ
島？ ）］
右下：オオコシダカガンガラ＊ 殻長47mm，殻幅48mm，長崎県茂木海岸
中央マガキガイ 殻長70mm，殻幅38mm（久保田，2011参照）
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